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研究員 上野 裕季

デジタル・エコシステム実現に向けた取組みについて



独立行政法人情報処理推進機構（IPA）
デジタルアーキテクチャ・デザインセンター

研究員 上野 裕季
⚫ ウラノス・エコシステムの実現・拡大を目指し、関連組織とも連携しながら活動

経歴

富士通株式会社
⚫ 国内の研究機関・大学向け営業（人工衛星、スパコン）

⚫ AI製品のプレセールス

⚫ 2025年6月よりIPAへ出向
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自己紹介



⚫ IPA DADCのご紹介

⚫データスペースの概要

⚫ ウラノスエコシステムとIPAの役割について

⚫ODS-RAMについて
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本日の内容



IPAの紹介
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社会全体のアーキテクチャ設計
およびデータスペース整備による

Society 5.0実現のための基盤を提供します

DX・イノベーションで
新たな価値を生む

デジタル人材の育成を加速します

リアルとサイバーの融合でリスクが高まる
サイバーセキュリティの強化を実現します

サイバー
セキュリティの

確保

デジタル人材
の育成

デジタル基盤
の提供

2025/10/17



IPA DADCの紹介
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サイバー
セキュリティの

確保

2025/10/17

⚫ デジタル・アーキテクチャ・デザイン・センター（DADC）の役割

⚫ Society5.0を実現するための社会や産業構造のアーキテクチャ設計

⚫ アーキテクチャ設計を主導する人材（アーキテクト）の育成

⚫ グローバルで通用するアーキテクチャ設計のための国際連携



データスペース概要
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⚫ データスペースとは、国境や分野の壁を越えた新しい経済空間、社会活動の空間のこと

⚫ 国、組織を超えてデータを連携できるルールや仕組みを整備し、これまで以上に「多種多様」で「信頼性のある」
大量のデータを利用できるようにすることで、新しいサービスの創出や、既存サービスの高度化を目指す
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データスペースとは

出典：情報処理推進機構 “データスペース入門“

https://www.ipa.go.jp/digital/data/data-space.html
https://www.ipa.go.jp/digital/data/data-space.html


組織や業界、国を跨いでデータを連携・活用する際に生じる、
従来型データベースの「管理と共有の壁」を越えるため
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データスペースはなぜ必要？

【従来データベースの壁】

・データアクセス、利用期間、プライバシー等の管理が不十分

・データの真正性や相手の信用度の保証が困難

・スキーマ・型・利用条件の調整コストが大きい

複数組織・業界横断でデータ所有主体ごと
にポリシー制御・主権尊重しながら連携する
仕組みとしてデータスペースが発展



⚫ データ提供元がデータの権利を保持し続ける「データ主権」

⚫ 共通のデジタル基盤を利用し、参加者皆がデータを活用することが可能な「公平性」

⚫ データ提供元と相互に信頼性を確保した上でのデータ転送/アクセス可能な「相互運用性」
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データスペースの特徴

出典：情報処理推進機構 “データスペース入門“

https://www.ipa.go.jp/digital/data/data-space.html
https://www.ipa.go.jp/digital/data/data-space.html


⚫ データスペースでのデータ連携は主に3つのステップで実施

① データを探す

② 利用者の認証・認可

③ データ転送/アクセス
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データスペースにおけるデータ連携イメージ

出典：情報処理推進機構 “データスペース入門“

https://www.ipa.go.jp/digital/data/data-space.html
https://www.ipa.go.jp/digital/data/data-space.html


⚫ 近年、欧州では電池規則（EU Battery Regulation）の施行や今後の製品カーボン
フットプリント（PCF）、ライフサイクルアセスメント（LCA）に関する規制強化が進行

⚫ 企業はサプライチェーン全体の環境負荷データの正確かつ効率的に収集・連携が求められる

⚫ 企業・業界間でデータを連携する仕組みとしてデータスペースのニーズが高まる
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データスペースのニーズ -規制対応-

例：企業を跨いでのCFPデータ連携



⚫ LLMの急速な発展により、これまで開発に利用されてきたインターネット上のテキストデータ
が2028年前後を目途に枯渇する可能性

⚫ 新たな学習資源としてシンセティックデータやリアルデータの活用が注目されている
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データスペースのニーズ -ビジネス-（1/3）

nature “The AI revolution is running out of data. What can researchers do?” を参考に著者作成
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2022年 2022年 2024年 2026年 2028年 2030年 2032年

インターネット上の利用可能なテキストデータ

LLMの学習データサイズ

2028年前後に学習データ
が枯渇する予測

https://www.nature.com/articles/d41586-024-03990-2


⚫ リアルデータ（特にエンタープライズデータ）は利用価値が高いが、
単独企業では活用しきれないことやデータ漏洩等への警戒感がデータ利活用の障壁
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データスペースのニーズ -ビジネス-（2/3）

出典：経済産業省 若手新政策プロジェクト PIVOT「デジタル経済レポート：データに飲み込まれる世界、聖域なきデジタル市場の生存戦略」

日本では製造業を中心に大量のリアルデータ
を保持しているため、大きな価値源泉となる

https://www.meti.go.jp/policy/it_policy/statistics/digital_economy_report/digital_economy_report.pdf
https://www.meti.go.jp/policy/it_policy/statistics/digital_economy_report/digital_economy_report.pdf
https://www.meti.go.jp/policy/it_policy/statistics/digital_economy_report/digital_economy_report.pdf
https://www.meti.go.jp/policy/it_policy/statistics/digital_economy_report/digital_economy_report.pdf
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データスペースのニーズ -ビジネス-（3/3）

データ提供企業の主権を確保しつつ、各業界に存在するパートナー企業に適切な
アクセス制御でデータを授受できるデータスペースが求められる

出展：情報処理推進機構Webサイト

データ
 カタログ
 データ提供元 データ利用者

コネクタ

認証・認可

データ提供
データ

データ

データ

コネクタ

認証・認可

データ取得

②利用者の認証・認可

デジタル基盤
データカタログ

横断検索

③データ転送/アクセス

アプリケーション
で利用

データ分析
で利用

カタログサイト
の公開

共通利用される
ツール・サービス群

契約 契約

データ主権は提供元に残る

信頼できる相手との
データ授受

パートナー企業での
データ活用による価値向上

https://www.ipa.go.jp/digital/architecture/reports/ouranos-ecosystem-dataspaces-ram-white-paper.html
https://www.ipa.go.jp/digital/architecture/reports/ouranos-ecosystem-dataspaces-ram-white-paper.html
https://www.ipa.go.jp/digital/architecture/reports/ouranos-ecosystem-dataspaces-ram-white-paper.html


⚫ EU・米国・中国を中心にデジタル競争力強化を目的としたデータ活用が進む

⚫ 政府主導でルールや基盤を整備するEUと単体企業（メガPF）がデータを総取りする米国・
中国のように異なるアプローチが存在
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世界の動向

出典：情報処理推進機構 “データスペース入門“

https://www.ipa.go.jp/digital/data/data-space.html
https://www.ipa.go.jp/digital/data/data-space.html


自動車に関わるサプライチェーン全体を通じて、原材料調達からリサイクルを追跡可能とする
データのエコシステムを構築
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欧州の事例 Catena-X（自動車業界）

【背景】
CO2排出量規制の動きなどが取組加速に向けた起爆剤

【取組】
・独フラウンホーファー研究所が開発したGaia-Xの技術を基礎にした
自動車に関わる分野のデジタル基盤

・ドイツ政府が150億円以上を出資し2021年3月に設立、
2023年3月時点で152のパートナーが参加

【効果】
・サプライチェーン全体で情報を開示しているため、様々な企業間で
データ連携や共有が可能

・原材料調達からリサイクルまでの過程が追跡可能
・サプライチェーン途絶や停滞に対して迅速に対応可能
・追跡性を利用してサプライチェーン全体で公正な取引が可能

出典：情報処理推進機構 “データスペース入門“

https://www.ipa.go.jp/digital/data/data-space.html
https://www.ipa.go.jp/digital/data/data-space.html


ウラノスエコシステムとIPAの役割について
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イノベーションを共創・共有するデジタルエコシステム
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⚫ デジタル時代のエコシステム
⚫ ネットワークで連携、個々のプレイヤーが機能拡張して一者では提供できない価値を生むSoSのコンセプト

⚫ ユーザーが抱える課題に対するソリューションとして製品やサービスを提供するクラウドベースのパートナーシップ

⚫ 人ではなくマシンが回す自動化された自律的な仕組み

⚫ 例：GAMAM（旧GAFAM）などのメガプラットフォーマーの事業モデル

世界で異なるデジタル・エコシステムのアプローチ



Society 5.0社会実装のためのウラノスエコシステム

ア
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の
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略
的
取
組
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（ドローン・自動運転）

スマートビル

（3D・4D）
サプライチェーン

（EU電池規則対応）

企業・業種を跨ぎ、サイバーとフィジカルが高度に融合し、
AIも駆使し社会課題を解決する、デジタル社会のアーキテクチャ設計

オープン、公平、安心・安全が保たれる協調領域の
ガバナンス・フレームワークのあるシステムを設計

データ主権を守りつつ、トラストを担保し、データや
サービスの国際的なインターオペラビリティを実現

５つの注力領域

社会課題を明確にし、あるべき世界と現実のギャップ分析からバックキャスト
優先度を決め、アジャイルにアーキテクチャ設計

社会コストの最小化と安心安全の最大化を目指し、
協調領域の共通化、公共資材化、サービス基盤化

ガイドライン、RAM、OSS、DPF認定など
社会実装を進めるための道具を提供・管理

DX銘柄・
DPF認定

部品の
OSS化

ウラノスエコシステムを実現するための道具

ガイド
ライン モデル契約

国際
連携

Reference 
Architecture 

デジタルライフライン実現

金融・決済

空間情報

イノベーションの加速を目指したウラノスエコシステムの戦略的取組み

< / >
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注力領域：空間情報
～ 空域、地中、水中、地上の三次元地図上での地物の共通検索キー ～

• 自動運転車やドローンが、空、地上、地下、屋内といったあらゆる空間を、安全で効率的な移動の実現に向け、
物理空間を３次元ボクセルで区切り、IDを振り、該当空間の各種状態をサイバー空間で重畳しデジタルツイン化する。

• 空間を水平・鉛直方向で一意に定義する共通規格により、業界によって異なる仕様のシステム・データを相互につなぐ
汎用的な連携の標準化を目指す。

• 目的毎に異なる基準の空間情報間でも一意に位置を特定できる空間 ID（粗い箱状のグリッド）を検索キーとして
導入し、軽量・高速に処理するための技術開発を行う。 

飛
行
不
可

飛行不可飛行可
空間IDという共通の基準を設けることで、

重ね合わせが容易

建物情報 気象情報

産業DX・SSILコンソ 実証飛行

空間IDによる
リスク表示

ドローン位置を
システム表示



2025/10/17 デジタルアーキテクチャ・デザインセンター 20

注力領域：デジタルライフライン全国総合整備計画
～ インフラ領域の連携と可視化、最適化 ～

デジタルにより解決する社会課題

人流クライシス 物流クライシス 災害激甚化

中山間地域では
移動が困難に

ドライバー不足で
配送が困難に

災害への対応に
時間を要する

アーリーハーベストプロジェクト 2024年度からの実装に向けた支援策 

ドローン航路 自動運転サービス支援道 インフラ管理DX 奥能登版デジタルライフライン

180km以上

【送電線】埼玉県秩父地域

【河川】静岡県浜松市
(天竜川水系)

100km以上

【高速道路】
新東名高速
道駿河湾沼津SA
～浜松SA間

【一般道】茨城県
日立市（大甕駅周辺)

200km²以上

埼玉県 さいたま市
東京都 八王子市

有事に人がどこにいるかを
把握するための共通の仕組みを
平時から活用するための
インフラ整備等

埋設物照会
出典：NTTインフラネット
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注力領域：スマートビル
～ インキュベーションラボからコンソーシアム立ち上げ ～

• インキュベーション・ラボ（民間提案）からスタートし、DADCでのプロジェクト化を経て、スマートビルのデジタル共創を
実現するコンソーシアム（一般社団法人スマートビルディング共創機構）を設立（2025/4月)

• ビルの各種施設サービスやデータが連携されることにより、ビルを中心としたエネルギーの最適化や生活空間をよりリッチに
するサービスが揃う世界を目指したアーキテクチャについて、コンソーシアムにて社会実装を推進

• 多くのサービスやデータを特定目的でオーケストレートし、目的毎の各種アプリサービスの品ぞろえが増えるモデル（スマホ
のアプリストアに近い考え）で、新たな価値を生む仕組みをガイドライン化、OSS化することを目指す

デ
ー
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・
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ォ
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ン
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IF

IF
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人数カウント

エネルギー予測

設備最適化

・・・

空き部屋検索

混雑予測

外
部
連
携

モ
ジ
ュ
ー
ル

IF

IF

空間ID

ロボットPF

都市OS BIM連携（デジタルツイン） 空間ID連携
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注力領域：サプライチェーン
～ モノのライフサイクルでの協調連携の可視化と最適化 ～

• サプライチェーン内の各企業のデータ連携における課題（コスト、データ主権・秘匿）を解決する協調領域としての
デジタルプラットフォーム

• 蓄電池のCFP・DDデータ連携を皮切りに、CMPや自動車全部品のCO2削減を目指したLCAなどユースケースを
拡大

CFPデータ連携の例



• Catena-Xとウラノス・エコシステムバッテリートレーサビリティプラットフォームでの相互運用性実現に向けたPoCを実施

• 中間層を設けることで、双方のアーキテクチャに影響を与えずCFPデータを交換できる仕組みを実装し有効性を確認

• 異なるアーキテクチャのデータスペース間の相互接続を、お互いのガバナンス・ルール、システム・技術、運用を尊重した
上で、「認証方式」「プロトコル」「データモデル」等に関する技術課題を明らかにしつつ実現

• 本年度以降も継続して相互接続の改善を進める

23

※ ウラノス・エコシステムの一環で取り組んでいる最初のユースケースである、一般社団法人自動車・蓄電池トレーサビリティ推進センターの
トレーサビリティ・サービスの環境を再現し、両者システムの間に中間層を設定する構成で実証

Intermediate layer

PoCでの相互運用の仕組み

海外データスペースとの国際相互連携への取組み
～ Ouranos Ecosystem と Catena-X POC ～
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⚫ 複数のステークホルダーを横断してデータ共有を安心して行うためには、一定の公益性を持った事業者が運営
するデータ連携プラットフォームが必要

⚫ 公共性の認定基準を満たした民間事業者を「公益デジタルプラットフォーム運営事業者（公益DPF）」とし
て認定する制度を創設
⚫ IPAは本制度に関する申請の受付けや審査等の認定審査事務を実施
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公益デジタルプラットフォーム運営事業者認定制度

出典：情報処理推進機構Webサイト

https://www.ipa.go.jp/digital/dx/dpf-nintei.html
https://www.ipa.go.jp/digital/dx/dpf-nintei.html
https://www.ipa.go.jp/digital/dx/dpf-nintei.html


Society5.0の世界
～ 領域~領域間がメッシュでつながる ～

デジタルアーキテクチャ・デザインセンター

• 個々のユースケースから、ユースケース間でデジタル完結時代の安心安全のガバナンスを効かせる

• 誰にも平等でオープンに参入できる仕組みを確立する

• 国際的なデータ連携の仕組みにも戦略的に取り組み、デジタルによる日本のグローバル・プレゼンスを確立する

国内

政府 防災 教育 医療 日用品 金属 自動車 エネルギー 航空 金融･･･ ･･･

海外

相互連携を
目指す

データ基盤

最終的には、領域毎（インフラ、サプライチェイン、オーケストレーションなど）の、サービス連携やデータ連携の

社会実装を共通アーキテクチャで進め、さらに、全体がメッシュでつながる民主的でオープンかつフェデレートな

Society5.0の世界を目指す。

ウラノス・エコシステムで道具を揃え、ガイドライン策定、公益DPFを普及、国際協調を強化

オープンな参入と安心・安全を両立する
さらには領域を跨いだ

フェデレートされた世界を実現

252025/10/17



ODS-RAMについて
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⚫ 産業界がデータスペースの社会実装を進めるためのリファレンスアーキテクチャモデル

⚫ データ連携・利活用の5つのプロセス（データの探索～廃棄）における13の構造的問題（下図a~m）に対して、
産業/市場の構造、商慣習の特性を踏まえながら4つの疎結合なレイヤとパースペクティブでの解決アプローチを示す
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ODS-RAMとは

出展：情報処理推進機構Webサイト
IPAサイトにて参照文書（Whitepaper）を公開

https://www.ipa.go.jp/digital/architecture/reports/ouranos-ecosystem-dataspaces-ram-white-paper.html
https://www.ipa.go.jp/digital/architecture/reports/ouranos-ecosystem-dataspaces-ram-white-paper.html
https://www.ipa.go.jp/digital/architecture/reports/ouranos-ecosystem-dataspaces-ram-white-paper.html
https://www.ipa.go.jp/digital/architecture/reports/ouranos-ecosystem-dataspaces-ram-white-paper.html
https://www.ipa.go.jp/digital/architecture/reports/ouranos-ecosystem-dataspaces-ram-white-paper.html


⚫ODS-RAMでは以下の7つの基本原則を定義
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ODS-RAMの基本原則

出展：情報処理推進機構Webサイト

https://www.ipa.go.jp/digital/architecture/reports/ouranos-ecosystem-dataspaces-ram-white-paper.html
https://www.ipa.go.jp/digital/architecture/reports/ouranos-ecosystem-dataspaces-ram-white-paper.html
https://www.ipa.go.jp/digital/architecture/reports/ouranos-ecosystem-dataspaces-ram-white-paper.html


⚫ ODS-RAMは4つのレイヤ（データ、トランザクション、アイデンティティ、セマンティクス）と4つのパースペクティブ
（サービス、ガバナンス、セキュリティ、トラスト）で構成

⚫ それぞれのレイヤ、パースペクティブはデータ連携及び利活用で生じる問題とつながり、解決することを目的とする
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ODS-RAMの構成

出展：情報処理推進機構Webサイト

https://www.ipa.go.jp/digital/architecture/reports/ouranos-ecosystem-dataspaces-ram-white-paper.html
https://www.ipa.go.jp/digital/architecture/reports/ouranos-ecosystem-dataspaces-ram-white-paper.html
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⚫ ファンダメンタルプロトコル：ODS を実現するための主要な機能を提供するためのプロトコル

⚫ コンプリメンタリプロトコル：補完的な機能を提供するプロトコル（任意採用）
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ODS-RAMのプロトコル

出展：情報処理推進機構Webサイト

https://www.ipa.go.jp/digital/architecture/reports/ouranos-ecosystem-dataspaces-ram-white-paper.html
https://www.ipa.go.jp/digital/architecture/reports/ouranos-ecosystem-dataspaces-ram-white-paper.html
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⚫ ODS-RAMでは、データ主権者/利用者がそれぞれでシステム整備・運用を行う分散型サービスモデルを原則とし
つつ、中小企業や個人事業主のように自身ではシステム整備・運用が難しい事業者も参画できるよう、クラウド事
業者がデータストアを提供しデータ主権者/利用者が利用する連邦型サービスモデルも含めたハイブリッド型サー
ビスエコシステムを想定
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ODS-RAMが想定するサービスモデル

出展：情報処理推進機構Webサイト

https://www.ipa.go.jp/digital/architecture/reports/ouranos-ecosystem-dataspaces-ram-white-paper.html
https://www.ipa.go.jp/digital/architecture/reports/ouranos-ecosystem-dataspaces-ram-white-paper.html
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⚫ ツール・手段ありきではなく、実課題の解決を最優先（ユースケース主導）

⚫ 様々なユースケースで求められる機能を抽象化し、コンテキスト・カタログとして整理
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ODS-RAMはユースケース主導

出展：情報処理推進機構Webサイト

https://www.ipa.go.jp/digital/architecture/reports/ouranos-ecosystem-dataspaces-ram-white-paper.html
https://www.ipa.go.jp/digital/architecture/reports/ouranos-ecosystem-dataspaces-ram-white-paper.html
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⚫ODSは「Open Data Spaces」という名称で、よりオープンで中立的な
技術コンセプト・技術仕様として再定義

⚫ODS普及に向けて、OSSやSDK,ガイドブックを公開予定
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ODSの今後の方針

IPAプレスリリース：データスペースの技術コンセプト「Open Data Spaces」の共同推進を合意

ODS-RAM V2

ODSプロトコル仕様書
（ODP）

ODSガイドブック

入門の手引書/
ナレッジスタック

ODS 参照実装OSS
（ミドルウェア、SDK）

ODSアセット

https://www.ipa.go.jp/pressrelease/2025/press20251015.html
https://www.ipa.go.jp/pressrelease/2025/press20251015.html
https://www.ipa.go.jp/pressrelease/2025/press20251015.html


⚫ IPAのWebサイトにて公開
⚫ データスペースの推進

⚫ ODS-RAM Whitepaper

⚫ サプライチェーン上のデータ連携の仕組みに関するガイドライン（蓄電池CFP・DD関係）

⚫ 公益デジタルプラットフォーム運営事業者認定制度のご案内

⚫ データスペースの技術コンセプト「Open Data Spaces」の共同推進を合意

⚫ Open Data Spacesランディングページ

⚫ 経済産業省のWebサイトにて公開
⚫ デジタル経済レポート: データに飲み込まれる世界、聖域なきデジタル市場の生存戦略
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ご参考情報

https://www.ipa.go.jp/digital/data/data-space.html
https://www.ipa.go.jp/digital/data/data-space.html
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https://www.ipa.go.jp/pressrelease/2025/press20251015.html
https://www.ipa.go.jp/pressrelease/2025/press20251015.html
https://www.ipa.go.jp/pressrelease/2025/press20251015.html
https://www.ipa.go.jp/digital/opendataspaces/
https://www.ipa.go.jp/digital/opendataspaces/
https://www.ipa.go.jp/digital/opendataspaces/
https://www.meti.go.jp/policy/it_policy/statistics/digital_economy_report.html
https://www.meti.go.jp/policy/it_policy/statistics/digital_economy_report.html
https://www.meti.go.jp/policy/it_policy/statistics/digital_economy_report.html
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デジタルアーキテクチャ・デザインセンターは、
イノベーションで社会の課題を解決し、

豊かな未来を拓くための取り組みを進めていきます。
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